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本書では、外付ハードディスク全般の説明しています。そのため、お 
使いの製品によっては、対応していない 0S の記載がちリます。あら 
かじめご了承くだぞい。 


インターネットで弊社製品の Q&A 情報を入手できます。 
http://buffalo.jp/qa/index.html 











本書の使いかた 


本書を正しくごま用いただくための表記上の約束ごとを説明します。 

表記上の約ま 

ま 意 マーク . に続く説明文は、製品の取り扱いにあたって特にま意すべき事 

項です。このま意事項に従わなかった場合、身体や製品に損傷を与え 
る恐れがあります。 

次の動作マーク . で に続くぺージは、次にどこのぺージへ進めばよいかを記しています。 

文中の用語表記 

•Windows 搭載パソコンの場合、本書では、次のようなドライブ構成を想定して説明しています。 
C : ハードディスク D : CD-ROM ドライブ 

.riEEEl 394」、「し LINK 」、 「 FireWire 」 は同じインターフェースです。本書では、「し LINK 」 と「 FireWire 」 
を nEEE 1394」 表記しています。 

•文中 [] で囲んだ名称は、ダイア□グボックスの名称や操作の際に選択するメニュー、ボタン、 
チェックボックスなどの名称を表しています。 

•本書に記載されているハードディスク容量は、 1 GB 二1000 3 by ぉで計算しています。 OS やア 
プリケーシヨンでは、 1 GB 二 1024 3 byte で計算されているため、表示される容量が異なります。 

• 本書では、 Micrsoft Windows Millennium Edition を WindowsMe 、 Windows % Second Edition 
を Windows 98 SE と表記しています。 

f ■本書の著作権は薛社に帰属します。本書の一部または全部を解社に無断で転載、複製、改変などを^ 
行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。し LINK は、 IEEE1394-1995 およびそ 
の拡張仕様を示す呼称です。 i.LINK は、ソニー株式会社の商標です。 FireWire は Apple 社の商標で 
す。その他、本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書で 
は、™、®、⑤などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場 
合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあ 
りましたら、お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器 L 乂外として使用さ 
れたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途に 
は使用しないでください。 

•一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するとき 
は、ご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しない 
でください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するもの 
については、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、ま意事項とし 
て記載された取扱ち法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失-破損 
した場合については、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記 
憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載されたま意事項を遵守してください。ま 
た、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、また 
はバックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、 

鮮社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過 
失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を{参補し、または瑕疵のない同一製品または 
同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。 
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フォーマット（初期化） 

本製品をフォーマット（初期化）する方法を説明しています。 


(初期化）とは 


ハードディスクをお使いのパソコンで使用できるようにする作業です。本製品は、出荷時に 
FAT 32 形式で フォーマツトされて いますので、 Windows や Mac 0 S X 10. 4乂降 、 Mac OS 9で 
お使いになる場合は、そのままお使いいただくこともできます。 


ットのお式 


フォーマットにはいくつかの形式があり、お使いの OS によって認識できる形式が異なります。 
本製品をフオーマツトするときは、乂下のいずれかの形式でフォーマツトしてください。 


ぐ mm お買いボめいただいた製品によっては、フォーマットするお式を指ましているもの 
がちリます。製品にが属のマニュアルを参照して、最適なお式でフォーマットして 
ください。 

V_ J 


《 NTFS お式》 

Windows 7/ Vista / XP / 2000 /Server 2008 /Server 2003専用の形式です。 4 GB 1乂上のファイルも 
扱えます。 

《 FAT 32 お式》 

Windows と MacOS のどちらでも使用できる形式ですが、 4 GB I 乂上のファイルを扱えません。 

《Mac OS 拡張お式》 

Macintosh 専用の形式です。 4 GB 乂上のファイルも扱えます。 Windows では使用できません。 



NTFS お式 

FAT 32 お式 

Mac OS 拡張お式 

Windows 7/ Vis ね/ XP / 2000、 

Windows Server 2008 /Server 2003 

◎ 

o 

X 

Windows Me /98 SE /98 

X 

o 

X 

Mac OS X 10.5が降 

A 

o 

◎ 

Mac OS X 10.4 

A 

o 

◎ 

Mac OS X 10.3 

A 

o 

◎ 

Mac OS X 10.2 从前 

X 

X 

◎ 

Mac OS 9 

X 

▲ 

◎ 


◎:読み込み、書き込みとも可能です。 

〇:読み込み、書き込みとも可能です （4 GBi 乂上のファイルは扱えません)。 

A :読み込みのみ可能です。書き込みはできません。 

▲ : File Exchange が有効の場合のみ、読み込み、書き込みできます。また、2バイトコード文字（全 
角文字）を使用すると、パソコンが停止したり、ファイルが正常にコピーできないことがあります。 
X :使用できません（認識しません） 
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ット時のご注意 


• NTFS 形式でフオーマットされる場合 . 

• FAT 32 形式でフオーマットされる場合…… 

• Mac 0 S 拡張形式でフォーマツトされる場合 


•フォーマット中は、絶対にパソコンの電源スイッチを OFF にしたり、リセットしないでくだ 
さい。 

ディスクが破損するなどの問題が発生します。また、乂後の動作についても保証できません。 
ごま意ください。 

•フォーマットすると、ハードディスク内にあるデータは失われます。フォーマットする前に、 
ハードディスクの使用環境をもう一度よく確認してください。 

ハードディスクのフォーマットは、お客様ご自身の責任で行うものです。 

誤って大切なデータやプログラムを削除しないように、フォーマットを実行するディスクが何 
台目のディスクか、パーティシヨン名は何か必ず確認しておいてください。 

PEra 使いかたによってフォーマット方法が異なります。次のページを参照してください。 
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NTFS お式でのフ 


本製品を NTFS 形式でフォーマットする手順を説明します。 

^mm • Windows Me /98 SE /98 や Mac OS をお使いの場合は、 NTFS お式でフォーマットでき 
ません。 FAT 32 お式や Mac 0 S 拡張お式でフォーマットしてください。 

•本製品は、ダイナミックディスクにアップグレードすることはできません。 

《ダイナミックディスクについては、 Windows のヘルプを参照してください。 

•ここでは、 NTFS お式でフォーマットする手順を説巧します。 FAT 32 お式でフォーマッ 
卜するときは、付属の Disk Forma け er でフォーマットしてください。詳しい手順は、 
P 9「 FAT 32 お式でのフォーマット」を参照してくだぞい。 

Windows 7/Vista/Server 2008 

《 Windows XP / 2000の場合は、 P 8 の手順で フォー マットしてください。从下の手順で フォー マッ 
卜すると、書き込み/読み込み速度が遅くなることがあります。 

1 パソコンを起動し、コンピューターの管理者権限 ( Administrator など）がちる 
ユーザーでログオンします。 


2 [スタート]をクリックー[コンピュータ（マイコンピュータ）]を右クリック 
(Windows 2000の場合は、デスクトップの[マイコンピュータ]を右クリック) 


し、 [管粗 をクリックします。 

《「次のプログラムにこのコンピュータへの変更を許可しますか？」や「続行するには 
あなたの許可が必要です」と表示されたら、[はい]または[続行]をクリックしてく 
ださい。 
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-[ディスクの管理]をクリックします。 



本製品に割り当てられているドライブを 
確認、します。 

※ドライブを間違えると、ハードディスク 
内のデータがすべて消えてしまいますの 
で、ごま意ください。 


本製品に剖リ当てられたドライブが「ホ剖リ当て」とま巧されている場合は、手 
順8へ進んでください。 
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①本製品に割り当てられている領域を右 
クリックします。 

③[ボリュームの削除 ] をクリックしま 
す。 


未割り当て領域が表示されます。 


①未割り当て領域を右クリックします。 

③惭しいシンプルボリューム]をクリツ 
クします。 


[はい]をクリックします。 



[次へ]をクリックします。 
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が下の画面が表示されたときは？ 



mm 本 製品にパーティションが1つも巧在しないときは、[クイックフォーマットす 
る]にチェックマークを付けないでくだぞい。チェックマークをがけると、フォー 
マツトが正常に終了できないことがちリます。 
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[完了]をクリックします< 


フォーマットが始まり、進行状況が％表示されます。 

nsB フオーマットを中止する場合は、フオーマット中のパーティションを右クリック 
し、表示されたメニューの中の[フオーマットの中止]をクリックします。 


14 



フォーマットが正常に終了すると、ボ 
リ ユー ムラべルと パーティション に加え 
て「正常」と表示されます。 


「ボリユームは開かれているか、または使用中です。要巧を完了できません。」 
というメッセージが表示された場合 

パーティションは作成されていますが、フォーマットは完了していません。 [0 K ] をクリッ 
クし、作成したパーティションを次の手順でフォーマットしてください。 

1 作成したパーティションを右クリックして[フォーマット]を選択します。 

2 必要に応じてボリユームラベルやファイルシステムを設定し、 [0 K ] をクリックします。 

[クイックフォーマットする]にチェックマークを付けると、クイックフォー 
マットを巧います。フォーマット時巧が短縮されます。 

3 が降は画面のメッセージに従って操作します。 

i 乂上でフォーマットは完了です。 

本製品を複数の領城に分割して使用するときは、手順10でサイズを指定し、从下手順 
14までを作成する数だけ繰り返します。 
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Windows XP/ 2000 

付属のフォーマットソフトウェア 「 DiskForma 門 er 」 で FAT 32 形式でフォーマット後、本製品の 
アイコンをちクリックして NTFS 形式でフォーマットします。 

mm 必ずが下の手順でフォーマットを巧ってください。 0S の「ディスクの管理」を巧って 
フォーマットすると、本製品の書き込み/読み込み速度が遅くなることがちリます。 

1 次ぺージ 「FAT32 お式でのフォーマット」の手順で本製品を FAT32 お式でフォー 
マツトします。 


2デスクトップの[マイコンピュータ]をダブルクリックします。 

3本製品のアイコンを右クリックし、[フオーマット]を選がします。 


本製品のアイコンを右クリックし、 
[フォーマット]をクリックします。 


① [ NTFS ] を選択します。 

③[クイック フ オーマット]にチェックを 
付けます。 

③[開始]をクリックします。 


降は、画面の指示に従ってフオーマツトしてくださし、。 
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容まを)： 


[xxxGB 




フ7イルシステムが） 


ア□ケーンヨンユニットサイズ化） 
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[標おのア□ケーシヨンサイズ 


ポリ ユー ムラベル(じ 


フォーマットオプションを) 

つ .裁' 5 ミ部 

お iiLd か 


陌ろイッウフ; 

■ た盛 L おお 

I 口 WS-;DOS 




の起れデイス巧な巧する(凶） 


閒结ち ）I [ 開城に ）I 
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FAT 32 お式でのフ 


• Windows パソコンでフォーマットしてください。 Macintosh でフォーマットすると、 
正常にフォーマットできないことや、フォーマットするのに時巧がかかる場合がちリ 
ます。 

• 付属ソフトウェア 「Disk Formatter」 でフォーマットしてくだぞい。 Windows 7/ 
Vis ね/ XP/ 2000 /Server 2003の機能（ディスクの管理）でフォーマットすると、 32GB 
が上の領域をフォーマットできません。 

-本製品に保をできる1ファイルの最大客量は、 4GB となリます (FAT32 お式の制限です)。 

Windows パソコンで FAT 32 形式に フォー マットします。 フォー マットには、付属ソフトウェア 
「Disk Forma け er 」 を使用します。乂下の作業を行う前に 、 Disk Formatter をインストールしてく 
ださい。ここでは例として、本製品の出荷時状態から再度フォーマットする手順を説明します。 

■フォーマットする 

Windows パソコンを起動し、本製品をパソコンに接続してください。 

[スタート]-[(すべての）プ□グラム]- [ BUFFALO ] - [DISK FORMATTER ] - [DISK 
FORMATTER ] の順に選択し 、 Disk Formatter を起動します。 

《 Disk Forma け er をインストールされていない場合は、インストールを行ってから从下の手順へ 
進んでください。 


①▼をクリックし、リストから 
ドライブを選択します。接続 




方まにあわせて从下の表示に 
なるように選択してください。 
間違ったハードディスクを選 
択するとハードディスクの中 
身がすべて消えてしまいます。 

•USB 接続の場合 
「 USB 」 

• IEE 1394 接続の場合 
「 IEEE 1394」 

• eSATA 接続の場合 
「 IDE 」 または 「 SCSI 」 


③領域をクリックします。 


③「パーティション削除」をク 
リックします。 

「本当に削除してよろしいで 
すか？」と表示されたら、「は 
し、」をクリックします。 


現在のパーティシヨンが削除 
されます。 


パーティション情報に「空領域」が表示されたことを確認してください。「空領域」が表示された 
ら、次の手順に進みます。 
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「フォーマットは正常に終了しました」と表示されたら、 [0 K ] をクリックし、いったん本製品 
をパソコンから取り外します（マニュアルに記載の手順に従って取り外してくださし、)。 

再度ケーブルを接続すると、フォーマットしたドライブが有効になります。 

mm 「ドライブが os によリロックされています。」とま巧されたときは？ 

画面の指示にしたがってパソコンを巧起動するか、フォーマットするドライブを一旦取 
リ外してから巧度接続してください。パソコンの巧起動後や、取リ外したドライブを巧 
接続した後は、正常にフォーマットできます。 

mm 137 GB を超える客量のハードディスクをお使いの方へ 

137GB を超える客量のハードディスクを Windows 98SE/98 にてご使用の場合、スキャ 
ンディスクを実行しようとするとエラーが発をします (Windows 98SE/98 の仕様です）。 
スキャンディスクを実行する場合は、1パーテイシヨンのサイズを 130GB が下に変まし 
てご使用ください。 


mm -フォーマットするドライブを聞違えないでください。 

• FAT16 から FAT32 に変換する場合は、本製品をもう一度 FAT32 でフォーマットしてく 
ださい。 0S に付属の「ドライブコンバータ」で FAT16 から FAT32 に変換すると、エラー 
が発ちし、 FAT32 に変換できない場合がちります。 

naa • 2047 MB を超える容量を1つの領域として確イ呆する場合は、[ファイルシステム]に 
[ FAT 32] を選択してください。 [ FAT 16] では、1つの領域は最大 2047 MB となります。 

• Disk Formatter に関する詳細は 、 「Disk Formatter ソフトウェアマニュアル」 （ PDF ファ 
イル）を参照してください。 
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Mac OS 拡張お式でのフ 


本製品を Mac os 拡張形式でフォーマットする手順を説明します 。 Mac 0 S のバージョンによって、 
手順が異なります。お使いのノくージョンの手順を参照してください。 

mm • Windows をお使いの場合は、 Mac 0S 化張お式でフォーマットできません。 NTFS お 
式や FAT32 お式でフォーマットしてくだぞい。 

-本製品を複数の領域に分けて使用できないことがちリます。その場合は、領域を分け 
ずにお使いください。 

-詳しい手順は、 Mac0S のヘルプを参照してください。 


Mac OSX 10.5が降 


1デスクトップの上のバーから娘動]-[アプリケーシヨン]を選択します。 


2 [ユーテイリテイ]フォルダを閲きます。 



[ディスク ユー テイリテイ] 
ブルクリックします。 
[ディスク ユー テイリテイ] 
動します。 


をダ 
が起 


4 



①フオーマツトするディスクを 
クリックします。 


③フオーマツトするディスクの 
情報を確認します。ディスク 
の情報は製品によって異なり 
ます。 


フ オー マツト/メンテナンスガイド 
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①[パーテイシヨン]をクリツ 
クします。 


③ [1 パーティション]を選択し 
ます。 

《ここで選択した数のパーティ 
ションを作成します。作成し 
たいパーティション数を選択 
してください。 

③[オプション]をクリックし 
ます。 


このディスクの巧をにふさわしいパーテイシヨン方式を S 巧してくださ 


0 CUID パーティションテープル 

Intel ベースの Mac をを動ずるためのディスクとして、または MacOSX バー 
ジョン10.4な»が曲がするどの Mac でも巧える非起動ディスクとして巧巧し 
ます* 

(0 Apple バーティションマップ ) - 

PowerPC ぺースの Mac をを助するためのディスクとして、またはどの Mac で 
も巧えるホぜ曲ディスクとして度用します， 

〇マスター*プート • レコード 

DOS および Windows コンビュータモ巧!!)ずるためのディスクとして、または 
EX)S/Windows 互 tt の"ーティションをみ*とする装■で巧巧します， 


[Apple パーテイシヨンマップ] 
をクリックします。 



-BUFFALO" 


① [Mac OS 拡張（ジャーナリ 
ング)]を選択します。 


③[適用]をクリックします。 


このポリューム机芭化されます： 
-BUFFALO' 


ディスク -BUFFALO SiliconHardDisk Media ■にバーテイ 
シヨンモ巧巧してよろしいですか？ 


(キャンセル‘)ご"-ティション ) - [ノ く—テイシヨソ をクリック します。 


(上で本製品の初期化は完了です。ディスクユーテイリテイを終了してください。 


I T 5 Sa「Time Machine でバックアップを作成するために"（ボリュームを)"を使用しますか？」 
と表示されることがあります 。 Time Machine を使用してパソコンのバックアップを本製 
品にイ呆存する場合は [ バックアップに使用]をクリックし Time Machine を設定してく 
ださい ( P 20 ) 。 Time Machine を使用しない場合は [キヤ ンセル]をクリックしてください。 
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MacOSX 10.3 ~ 10.4 


デスクトップにちる起動ボリュームのアイコン; 3 ([Macintosh HD] など） 
をダブルクリックします。 


2 [ アプリケーシヨン]フォルダの中の [ ユーテイリテイ]フォルダを開きます。 


3 


-[ディスクユーティリティ]をダ 
ブルクリックします。 

[ディスクユーティリティ]が起 
動します。 


4 


が 


け W 

y ウント B ウ出し 



>デ<スクのアクセこ 


ディスクの R 明： BUFFALOClj| 

S ailn ス： USB 

Ml のタイプ：みがけ 
③ USB シリァ: F0 20050415 




①フオー マツ トするディスクを 
クリックします。 


③フオーマツトするデイスクの 
情報を確認します。ディスク 
の情報は製品によって異なり 
ます。 


5 


が 


- 



バーティシヨンを巧ぶするディスク巧し，ポリユー 
ムの方式がします，その方式で表ホされているをポ 
リユーム«クリックし、ボリユームを、フォーマット， 
およびサイズモ指定します，■バーテイシ3ンモ巧成*左 
クリックし*ず. 


バーティシヨンモ巧ぶ^^ 


①[パーテイシヨン]をクリッ 
クします。 

③ボリユーム情報を設定します。 
フォーマットは通常 、 [MacOS 
拡張（ジャーナリング） ] を選 
択してください。 

③[パーテイシヨンを作成]を 
クリックします。 


フオーマツト/メンテナンスガイド 
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ボリューム情報を設定できないときは？ （ MacOSX 10.4 が降のみ） 

(下の手順で、パーティシヨン方式を Apple パーティシヨン方式に変更します。 



[オプション]をクリックします。 


2 Apple パーテイシヨンち式を選択します。 
<Mac OS X 10.4.6 が降の画面> 


このディスクの用途にふさわしいパーティシヨン方式を 忍 巧してくださ 
い： 

0 CUID パーティシヨンテープル 

Intel ぺースの Macintosh コンピュータをお»するためのディスクとして巧用 

【 巧 Apple パーティシヨンマップ ) - 

PowerPC ぺースの Macintosh コンビュータを巧 ft するためのディスクとして、 
または Mac で巧う非お動ディスクとして巧用 

〇マスター•ブート.レコード 

DOS および Windows コンピュータをお柏するためのディスクとして、または 
DOS/Windows 互换のパーティシヨンモか巧とするち■で巧巧 


1C 


<Mac OS X 10.4.0 〜 10.4.5 の画面 > 


Apple がかの A— ドウエアに巧なする可能巧のあるリムーバブルメディアまた 
は外巧ドライプの場合は、バーティシヨンマツフモ "PC バーティシヨン方ま•に 
投をできます。デフオルトは —Apple バーテイシヨン方まです， 


バーテイシヨンの方ま :([Apple バーテイシヨン方ま 


或 


r キサンセル OK づ) 


① [Apple パーテイシヨン方 
式]を選択します。 


③ [0 K ] をクリックします。 


① [Apple パーテイシヨン方式] 
を選択します。 


③ [0 K ] をクリックします。 
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gj 


ディスクにバーティシヨンを巧巧します 

ディスクにパーティシヨンを作巧すると、ディスクのポ 
リユームにある情報がすべて失われまず， 

このディスクには1つのポリユームがあ0ます： 

■N0 NAME" 


ディスク -BUFFALO ClipDrive Media ••にバーテイシヨンを 
作巧してもよろしいですか？ 


( キャンセル ） f ( バ - テイシヨン ：) )- [ノ くーテイシ ヨン ] をクリック します。 


i 乂上で本製品のフオーマツトは完了です。ディスクユーティリティを終了してください。 
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Mac OS XI0.0.4 〜 10.2.8 

Mac os X の Disk utility を使ってパーティシヨンを作成し、本製品をフォーマットします。 

1デスクトップにある起動ボリュームのアイコン d ([Macintosh HD ] など) 
をダブルクリックします。 ™ 


2 [ Applications ] フォルダの中の [ Utilities ] フォルダを開きます。 

(Mac 0 S XI 0.2 切譯の場合肤[アプリケーシヨン]フオルダの中の[ユーテイリテイ]フオル 
ダを開さます。） 


3 [Disk utility ] をダブルクリックします。 

(Mac 0 S XI 0.2 切譯の場合は、[ディスクユーティリテイ]をダブルクリックします。） 
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Mac 0 S 10.0.4 の画面 


Q 站 - むかをおかみ 




国 


巧巧化するディスクを*ん’ 


通 連 


•でください： 

巧 


f 倩« T パーテイシヨン T □グ、 


ポリユーム 

ディスクの巧巧 
さかのサイズ 

巧なバス 

"名がホ巧定" 

Maxtor 4G160J8 Media 一 

152.67 CB (163,928,604,672 bytes) 

USB 

接巧の 

Uknown 


① [Drive Setup ] をクリッ 
クします。 

③フオーマットするデイ 
スクをクリックします。 

③フオー マツ トするデイス 
クの情報を確認します。 
ディスクの情報は製品 
によって異なります。 


MacOSX 10.1/10.2 从降の画面 



ディスクの说巧： Maxtor 4G160J8 Media 
を体のサイズ： 1S2.67 CB <163,928,604,672バイト） 
巧巧バス： USB 
巧巧の：不明 


※画面は MacOSX 10.2の例です。 


①フオーマツトするデイス 
クをクリックします。 


③[情報]をクリックします。 


③フオーマツトするデイス 
クの情報を確認します。 
ディスクの情報は製品に 
よって異なります。 


フオーマツト/メンテナンスガイド 
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Mac os XI 0.0.4 の画面 



を巧：名が未な定1 


タイプ： ^MacOS 化ち 巧 





(M) 

(W> 


6 "―于ィシ9ン、 ). 


fS ) SE 更でまないよラにするにはカギモクリックします， 


①[パーテイシヨン]をクリッ 
クします。 

③パーテイシヨン方式 ( 作成するパー 
テイシヨンの数） を設定します。 

③ /くーテイシヨン tf 報を設定します。 
フオーマットは通常、 [Mac OS 
拡張]を選択してください。 

④ [パーティション]をクリツ 
クします。 


Mac 0 SX 10.1 の画面 



①[パーテイシヨン]をクリツ 
クします。 

感! くーテイシヨン tf 報を設定します。 
フオーマットは通常、 [Mac OS 
拡張]を選択してください。 


③ [ OK ] をクリックします。 


Mac 0 S XI 0.2 が降の画面 


①[パーテイシヨン]をクリツ 
クします。 


感 i くーテイシヨン情報を設定します。 
フオーマットは通常、 [Mac OS 
拡張]を選択してください。 


③[パーテイシヨン]をクリツ 
クします。 



《設ましたパーティションは、すべて一巧でフォーマットされます。 

また、設ま方法については、 Mac 0 S のヘルプも参照してください。 

6 「(略）この操作は取リ消'せません。この操作を実行してもよろしいですか？」 

と表示されたら、[パーテイシヨン]をクリックします。 


i 乂上で本製品のフオーマツトは完了です。 Disk utility は終了してください。 
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Mac OS 9.1 〜 9.2.2 

本製品を MacOS 拡張フ オーマッ トでフ オーマッ トする手順を説明します。 

mm •フオーマット（初期化）するときは、必ず MacOS のマニュアルを参照してくださし、。 
• MacOS 9.1 〜 9.2.2 では本製品を複数の領域に分けて使用することはできません。 

1 [ アップルメニュ ー]-[ コントロールパネル]-[機能拡張マネージヤ]をク 
リックします。 



① 「File Exchanaej の左の [ X ] をクリツ 
クし、 [ nu こします。 


③[再起動]をクリックします。 


3 パソコンが再起動したら、本製品を搭镜します。 


「このディスクは、このコンピュータで読めません。ディスクを初期化します 
か？」というメッセージが表示された場合 

ディスクを初期化します。手順6へ進んでください。 


4 デスクトップ上にある本製品のディスクアイコンをクリックして選がします。 

5 画面上部にちるメニューバーの[特別]をクリックし、[ディスクの初期化]を 
クリックします。 

6 「る前」にドライブる赖を入力し、「フォーマット」に [ MacOS 拡張]を選択し 
て[初期化]をクリックします。 

本製品の初期化が始まります。 

7 [ アップルメニュ ー]-[ コントロールパネル]-[機能拡張マネージャ]をク 
リックします。 

8 「File Exchange 」 の左の [□] をクリックして [ X ] にし、 [ 再起動]をクリツ 
クします。 

パソコンが再起動します。 


i 乂上でフォーマツトは完了です。 


フ オー マツト/メンテナンスガイド 
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メンテナンス 


バックアップやエラーチェックなど日ごろのメンテナンスについて説明します。 



バックアップの必要せ 

ハードディスクに蓄えられた重要なデータを保護するために、外部のメディアにデータの複製を 
作成することを「バックアップ」といいます。大容量ハードディスクには、日々大量のデータが 
格納されます。事故や人為的なミスなど不測の事態でデータを失うことは、業務上大きな損失と 
なります。 

バックアップを行えば、同じデータが複数のメディア（ハードディスクなど）に保存されます。 
そのため、万が一、1つのメディアに保存したデータが破損•消失した場合でも、他のメディア 
から破損-消失したデータを復元することができます。 

ハードディスクを使用する場合は、ま期的にバックアップを作成してください。 

I Mac OS X 10.5が降には 、 「Time Machine 」 というバックアップ機能があります 。 Time 
Macine でバックアップ方法は、 P 20 「Time Machine でバックアップする」を参照して 
ください。 

バックアップ用のメディア 

バックアップ用のメディアには次のようなものがあります。 

- Blu-ray ディスク - HDDVD 

- DVD - R/RW - DVD + R/RW - DVD-RAM - CD - R/RW 

•光磁気ディスク ( MO ) •増設ハードディスク •ネットワーク ( LAN ) サーバ ー 

可能な限り DVD - R など容量の大きいメディアにバックアップすることをおすすめします。 

増設ハードディスクにバックアップする場合は、そのハードディスクをバックアップ専用にする 
ことをおすすめします。 

naa Windows 98 付属のバックアップツールを使って、 mo にデータをバックアップする場合、 
バックアップするファイル容量の合計が MO ディスクの空き容量を超えないようにして 
ください （ Wmdows 98 付属のバックアップツールの仕様です)。バックアップするとき 
はぶ、要なファイルだけを選択し、 MO ディスクの空き容量に納まるようにしてください。 

バックアップデータの復元（リストア） 

バックアップデータを元のハードディスクに復元することをリストアといいます。 

リストアコマンド/ツールは、一般的にバックアップコマンド/ツールで指定されたもの乂外は 
使用できません。マニュアルなどで確認して使用してください。 


バックアップ/メンテナンスガイド 




ハー ドディスクの エラー チェック 
(スキヤンディスク） 


Windows や Mac 0 S X には、ハードディスクのエラー煩常）をチェックするためのツールが 
付属しています。このツールはエラーを修復することもできます。ハードディスクをを全に使用 
するために、ハードディスクを定期的にチェックすることをおすすめします。 

-エラーのチェックち法は、 Windows や Mac 0 S X のヘルプやマニュアルを参照してく 
ださい。 

- Windows 98 SE /98 にて 130 GB 从上の本製品を出荷時状態でお使いの場合、スキャンディ 
スクを実行しようとするとエラーが発生します ( Windows 98 SE /98 の仕様です)。スキャ 
ンディスクを実行する必要がある場合は、1パーティションのサイズを 130 GB が下に 
変更してご使用ください。 

- Mac 0 S 9には、ハードディスクのエラーをチェックするためのツールは付属していま 
せん。ディスクのチェックには、市販のユーティリティを使用してください。 


ハードディスクの最適イヒ（デフラク) 


ハードディスクを長期間使用してファイルの書き込みや削除を繰り返していると、ファイルが分 
断されてディスクのあちらこちらに散らばってしまいます。これを断片化（フラグメンテーシヨ 
ン）といいます。断片化されたファイルは、読み書きする際にディスクのあちらこちらにアクセ 
スしなくてはいけないため、時間がかかっています。 

このように散らばってしまったファイルをきれいに並べなおすことを、最適化（デフラグメンテー 
シヨン）といいます。ハードディスクを最適化すると、ディスクアクセスの速度が改善されます。 

Windows には、断片化したハードディスクを最適化するためのツールが付属しています 。!\_ 
ドディスクを快適に使用するために、定期的にハードディスクを最適化することをおすすめしま 
す。 

mm • SSD は横造上、断片化しても速度はお下しません。そのため、デフラグの必要はあリ 
ません。 


naa •最適化のちまは、 windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

• Macintosh には、ハードディスクを最適化するためのツールは付属していません。ディ 
スクの最適化には、市販のユーティリティーを使用してください。 


特®のソフトウエアが使用できない場合 


パソコン標準搭載のハードディスクを対象にしたソフトウェアが）上で、本製品を使用できな 
いことがあります。 

その場合は、パソコンに標準搭載のハードディスクを使用するか、他のソフトウェアを使用して 
ください。 

《ソフトウエアの仕様はソフトウエアメーカー(プリインストールソフトウエアではパソコン 
メーカーの場合があります）にご確認ください。 


バックアップ/メンテナンスガイド 


19 









Time Machine を使ってバックアップする 
(Mac OSX 10.5が降のみ） 


Mac OSX10.5 从降に搭載されたバックアップ機能 「Time Machine」 を設定して、本製品にバッ 
クアップを作成する方法を説明します。 

設定する前にご確認ください 

Time Machine の設定を行う前に知っておいていただきたいま意事項を記載しています。設定を 
行う前にご確認ください。 


•本製品を出荷時が態でお使いの場合や、 Windows でも使用されていた場合は、 
MacOS 拡張お式（ジャーナリング）で初期化してください。 

FAT32 形式や NTFS 形式でフォーマツトされたハードディスクを使用すると、 Time 
Machine 設定時などにエラーが発生することがあります。 Mac OS 拡張形式（ジャーナ 
リング）で初期化してから設定を行ってください （P11 参照)。 

• Time Machine 設定時、本製品に保巧されたデータは消去されることがあります。 

お使いの環境によっては、 Time Machine の設定時に本製品が初期化されることがあり 
ます。 Time Machine の設定を行う前に、本製品内のデータをバックアップすることを 
お勧めします。 


•本製品は Time Machine 専用のハードディスクとして使用することをお勧めします。 

本製品を Time Machine のバックアップディスクに設定した場合、本製品に保存されたデータ 
はバックアップされません。また、 Windows では使用できませんので、ごま意ください。 

•Time Machine の設定後は、本製品の 「 Backups . backupdb 」 フォルダのデータを削 
除しないでください。 

Time Machine でバックアップしたデータは、本製品の 「Backups.backupdb」 フォルダに保存 
されます。 Time Machine で保存されたデータを削除した場合、バックアップを復元できない 
ことがありますのでごま意ください。 

•本製品を取り外しているときはバックアップできません。 

Time Machine の設定すると、パソ〕ンの使用中は定期的に本製品へノくックアップを行います。 
本製品を取り外している間は、バックアツプされませんのでごま意ください。 
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設まする 

Time Machine の設定手順を説明します。 

1アップルメニューから[システム環境設定]を選がします。 


2 


3 


4 





@ キャンセル ) ^バック；"ッフに使巧 


[Time Machine ] をダブルクリックします。 


[バックアップディスクを選択]をクリツ 
クします。 


①本製品を選択します。 


③[バックアップに使用]をクリックし 
ます。 


が下の画面が表示されたら？ 

A Time Machine でバックアップの作巧を曲化する 

には、最巧にディスク "1" を巧モする0要がち0 

化ます。 

滴まずると、ディスク上のすべでの倩巧がが#されます。 

この操作は巧0菊せません。 

〔お去 )（ 則のディスクを a 巧) 

本製品の初期化が必要です。[消去]をクリックして、画面に従って初期化してください。 

mm •本製品巧のデータは全て消去されます。本製品巧に必要なデータがある場合は、 
[消去]をクリックする前にバックアップしてください。 

- 「TimeMachine のエラー」とま示された場合、本製品が Mac 0 S 拡張お式（ジャー 
ナリング） で初期化されていない可能せがちリます。本製品を取リ外した後、巧 
度接続し、 Mac 0 S 拡張お式（ジャーナリング）で初期化してくださし、。初期化 
が完了したら、巧度手順1からの手順を巧ってください。 
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「入」になっていることを確認します。 


i 乂上で設定完了です。設定後、自動的にバックアップが始まります。 

バックアップは、バックグラウンドでおこなわれるため 、 Mac OS の操作やシヤットダウンなどは、 
择常;舌り巧:夕ます 

復旧を行う場合やバックアップから除外したい項目を設定する場合は 、 Mac OS のヘルプを参照 
してください。 
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